








































































































































































れまでにも2003 年、2004 年、2006 年の３回にわたり、
北方領土の国後島に日本語教師として派遣された実績もあ
る山下さんは、現在は富山県内の小学校３校、中学校２
校と高校１校の外国人児童・生徒に日本語を教えているほ
か、自宅でも日本語の教師を開いています。富山県内の登
録外国人の国籍の構成は、中国人（商工会議所や商工会
の仲介による招聘研修生が多い）、ブラジル人（工場の派
遣労働者、請負事業者が多い）およびパキスタン人、バン
グラデシュ人（中古自動車販売業などが多い）に特徴が見
られます。これらの登録外国人の子供たちの教育現場では、
日本語によるコミュニケーションがとれないためにさまざま
なトラブルが起きています。学校では、不登校、怠学、学
費未払いの問題、地域では、地域行事や共同作業への不
参加、騒音やゴミ問題、さらには犯罪に至るまでさまざま
な問題が日常的に起きています。これらの問題は日本語に
よるコミュニケーション障害だけでなく、外国人のそれぞれ
自国での生活習慣と日本の生活習慣が大きく異なることか
ら生じるものがほとんどです。
　日本がこれから国際社会の中に生きていくためには、地
域の国際交流の問題に対してきちんと対応していくことが
必要となります。まず日本に在住する外国人の日本語教育
を充実させていくこと、そして、外国人と共存していく必要
のある地域の住民たちも、わかりやすい日本語で、日本の
生活習慣や生活様式の違いを根気強く説明していくこと、
こうした当たり前の努力で互いのコミュニケーションを緊密
にして、互いを理解することがなによりも必要だということ
を、山下さんはとくに強調していました。そして、外国人と
いう他者を知ると同時に日本という国や日本人という自分に
ついてきちんと知ることが、国際交流においてはきわめて
重要だということを話してくれました。
　参加者たちは、文化や宗教、生活習慣の違いから生じ
るさまざまな誤解や地域の国際交流の現状を知り、外国人
と関わることの難しさや大切さを学びました。学生たちは、
日本の文化や伝統についてよく学ぶことのできる芸術文化
学部においてもなお、国際交流について再び自分たちの足
元からきちんと学ぶことの重要さを認識していました。
まとめ
　国際交流は、なによりもまず人と人とのコミュニケーショ
ンを基礎に成り立つものです。それぞれ自国の文化、生活
習慣、生活環境、価値観を背負う私（個人）が、それぞ
れの国を代表するものとして、他者（外国）に出会うとい
う経験が国際交流を支えているのです。今回の夕塾では、
美術館館長、映画監督という、芸術や文化の分野から、留
学生や地域の日本語講師というきわめて日常的な分野まで
全９名の講師を招いて、「文化」という言葉の意味の外延
の広さを改めて認識するとともに、地球市民として生きる個
人としての責任についても自覚させられる有意義な連続講
義となりました。会期が年度の後半に集中したことと、宣
伝の不十分さから充分な数の参加者を実現できませんでし
たが、内容的には芸術文化学部における夕塾の締めくくり
にふさわしいものになったと思います。
